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新
潟
教
区
・
本
願
寺
新
潟
別
院 

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要

並
び
に
別
院
再
建
二
十
年
記
念
法
要
の
内
容
が
決
定 

 

（1） 

 

十
一
月
九
日(

火)

に
第
二
回
慶
讃
法
要
新
潟
教
区
推
進
委

員
会(

以
下
法
要
委
員
会)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

法
要
委
員
会
で
は
、
い
く
つ
か
の
事
項
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

法
要
の
期
日
は
二
〇
二
二(

令
和
四)

年
十
月
二
十
二
日

(

土)

・
二
十
三
日(

日)

に
修
行
と
な
り
ま
し
た
。 

 

二
十
二
日
の
参
拝
組
は
与
板
組
・
元
上
組
・
地
蔵
堂
組
の

三
組
。
二
十
三
日
は
長
岡
組
・
三
条
組
・
新
潟
組
・
巻
組
の

四
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
拝
数
は
両
日
と
も
に
百
五
十
人

程
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

法
要
当
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左
の
予
定
と
な
り

ま
し
た
。 

  

本
法
要
で
は
、
帰
敬
式
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ま
だ
帰
敬
式

を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
は
是
非
帰
敬
式
を
受
式
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
方
法
等
は
決
定
次
第
ま
た
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

記
念
行
事
は
新
潟
県
燕
市
出
身
フ
ル
ー
ト
奏
者
・
作
曲
家
の
本
宮
宏
美

さ
ん
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
演
奏
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

本
宮
さ
ん
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
！
」
や
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の

「
世
界
ふ
し
ぎ
発
見
」
な
ど
多
く
の
テ
レ
ビ
番
組
で
楽
曲
が
選
曲
・
採
用

さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

 

ま
た
、
記
念
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
別
院
本
堂
・
庫
裏
の
外
壁
塗
装

工
事
と
照
明
器
具
交
換
工
事
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）
を
施
工
い
た
し
ま
す
。
き
れ

い
に
な
っ
た
新
潟
別
院
で
皆
様
と
法
要
を
修
行
す
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し

て
お
り
ま
す
。 

法
要
ま
で
残
り
一
年
を
切
り
ま
し
た
。
新
潟
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
新
型
コ
ロ 

 

時 間 法 要 ・ 行 事 

１２：１５ 

１２：４５ 

１３：３０ 

 

 

１４：００ 

１４：４５ 

１５：１５ 

１５：３０ 

１６：３０ 

帰敬式受式者集合 

○帰敬式 

参加者受付（和室） 

会場準備 

オリエンテーション（本堂） 

○法 要 

○記念布教（30分） 

準 備 

○記念行事（60分） 

挨 拶 

〈終 了〉 

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
は
見
え
ず
、
先
の
見

え
な
い
日
々
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
感

染
症
対
策
を
続
け
な
が

ら
、
法
要
に
向
け
て
準
備

を
続
け
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
様
も
ご
一
緒
に
法

要
へ
の
機
運
を
高
め
て

い
け
た
ら
幸
い
で
す
。 



ご
ん
ぎ
ょ
う
せ
い
て
ん 

し
ょ
う
し
ん
ね
ん
ぶ
つ
げ 

し
ょ
う
ぎ
ょ
う 

 

  
法
話 

み
教
え
に
育
て
ら
れ
る
い
の
ち 

 

本
願
寺
派
布
教
使 

与
板
組 

常
禅
寺
住
職 

旭 

勲 
平
素
の
法
務
や
ご
法
事
の
際
な
ど
で
〈
仏
具
〉
の
取
り
扱
い
な
ど
を
お
伝
え
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
仏
さ
ま
に
お
参
り
す
る
際
に
用
い
る
聖
典
や
仏
具
を
大
切

に
扱
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
の
思
い
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
お
通
夜
や
ご
法
事
の
際
に
『
勤
行
聖
典
』（
お
経
本
）
を
持
参
し
配
布
を
し

て
、
お
参
り
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
『
正
信
念
仏
偈
』
を
ご
唱
和
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
お
経
本
を
配
布
す
る
際
に
は
必
ず
「
お
経
本
は
経
文
が
書
か
れ
た
大

切
な
書
物
で
す
の
で
、
床
の
上
に
は
直
接
置
か
ず
に
、
唱
和
し
な
い
時
に
は
座
布

団
や
膝
の
上
に
保
持
し
て
い
た
だ
く
な
ど
し
て
、
丁
寧
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
が
お
経
本
を
丁
寧
に
扱
っ
て
下
さ
る
姿
を
み
る

と
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
が
、
で
は
な
ぜ
「
お
経
が
書
か
れ
た

本
」
は
丁
寧
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

先
日
、
中
学
二
年
生
の
長
女
が
学
校
か
ら
「
社
会
の
教
科
書
を
忘
れ
た
。
自
分

の
部
屋
に
置
い
て
あ
る
の
で
届
け
て
欲
し
い
」
と
電
話
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
言

わ
れ
た
通
り
に
部
屋
に
入
る
と
、
教
科
書
が
床
に
〈
扇
状
〉
に
広
げ
て
置
い
て
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
社
会
の
教
科
書
を
探
し
、
学
校
へ
届
け
た
の
で
す
が
、

長
女
が
帰
宅
後
に
私
は
「
教
科
書
は
床
に
置
い
て
は
い
け
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
本
棚

な
ど
に
片
付
け
な
さ
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。「
な
ぜ
？
」
と
言
う
長
女
に
「
教
科
書

は
あ
な
た
に
知
識
を
与
え
、
育
て
て
く
れ
る
も
の
だ
か
ら
大
切
に
扱
い
な
さ
い
」 

 

と
話
を
し
ま
し
た
。
「
教
科
書
は
あ
な
た
に
知
識
を
与
え
、
育
て
て
く
れ
る
も
の

だ
か
ら
大
切
に
扱
い
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
実
は
私
が
幼
い
頃
に
実
家
の
母

に
言
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
と
同
じ
言
葉
を
親
と
な
っ
た
今
、
子
ど
も
に
伝

え
た
の
で
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
意
味
と
し
て
〈
お
経
本
を
丁
寧
に
扱
う
〉

と
お
伝
え
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

浄
土
真
宗
の
お
経
（
聖
教
）
に
は
〈
そ
の
ま
ま
の
あ
な
た
を
必
ず
救
う
〉
と
い

う
阿
弥
陀
さ
ま
の
願
い
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
私
の
い
の
ち
も
見
捨
て
な

い
と
い
う
強
い
願
い
が
文
字
と
し
て
顕
れ
て
下
さ
っ
て
い
る
の
が
お
経
文
な
の

で
す
。
私
た
ち
に
い
の
ち
の
価
値
を
気
づ
か
せ
る
は
た
ら
き
、
い
の
ち
の
尊
さ
、

大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
の
が
浄
土
真
宗
の
み
教
え
だ
と
私
は
受
け
止
め
て
い

ま
す
。 

私
の
い
の
ち
を
育
て
て
く
れ
る
教
え
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
お
経
本
は

丁
寧
に
、
大
切
に
扱
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

(2) 



 

 

  

社
会
実
践
部
会
「
傾
聴
講
座
」 

 日
時 

 

九
月
一
日
（
水
）
十
三
時
三
十
分 

～ 

十
六
時 

会
場 

 

本
願
寺
新
潟
別
院
本
堂 

テ
ー
マ 

傾
聴
の
た
め
の
講
習
会 

講
師 
 

長
岡
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル 

田
所 

典
子
さ
ん 

社
会
実
践
部
会
「
傾
聴
講
座
」
に
つ
い
て 
 

社
会
実
践
部
会
長 

小
川 

一
幸 (

長
岡
組
了
覚
寺
住
職) 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
安
全
に
留
意
し
な
が
ら
、
約
二
十
名
の
参
加
を
い
た
だ
い

て
、
長
岡
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
会
長
の
田
所
典
子
さ
ん
よ
り
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

最
初
に
傾
聴
の
意
義
に
つ
い
て
、「
聞
く
と
は
自
然
に
耳
に
入
っ
て
く
る
ま
ま
に
集

中
せ
ず
に
聞
く
」「
聴
く
と
は
相
手
に
興
味
関
心
を
も
っ
て
注
意
深
く
聴
く
」
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
傾
聴
に
よ
り
相
手
の
方
は
、
心
の
中
の
想
い
を
十
分
に
話
す
こ
と
に

よ
り
心
が
軽
く
な
り
、
熱
心
に
聴
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
気
持
ち
が
安
定
し
、
自

分
の
存
在
価
値
や
有
用
性
を
見
出
す
。
ま
た
、
話
す
こ
と
で
気
持
ち
の
整
理
が
で
き
、

自
分
で
解
決
策
を
考
え
だ
す
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と 

で
あ
る
。 

  

傾
聴
の
基
本
的
な
心
構
え
と
し
て
は
、 

一
、
聴
き
手
は
話
さ
な
い 

二
、
相
手
の
話
を
共
感
し
て
聴
く 

三
、
受
容
的
な
態
度
で 

四
、
聴
い
た
話
は
他
の
人
に
話
さ
な
い 

こ
の
四
点
が
大
切
で
あ
る
と
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

そ
の
他
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の
傾
聴
の
理
解
と
対

応
に
つ
い
て
も
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

相
手
の
方
に
常
に
敬
意
を
持
ち
、
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

本
願
寺
新
潟
別
院 

謝
恩
講
を
修
行 

 

十
月
二
十
三
日(

土)

・
二
十
四
日(

日)

の
二
日
間
、
本
願
寺
新
潟
別
院
の
謝
恩

講
を
修
行
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
昨
年
と
同

様
に
お
斎
は
無
く
、
出
勤
者
も
職
員
の
み
の
出
勤
で
修
行
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ご
法
話
は
二
十
三
日
三
条
組
至
徳
寺
宗
村
泰
行
さ
ん
、
二
十
四
日
三
条
組
福
勝

寺
黒
田
宙
さ
ん
の
両
名
に
ご
法
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

本
願
寺
新
潟
別
院
謝
恩
講
は
旧
与
板
別
院
建
立
時
に
、
本
堂
の
普
請
に
取
り
掛

か
っ
て
い
た
際
、
信
濃
川
の
対
岸
か
ら
渡
し
船
が
沈
み
、
人
夫
三
十
名
が
犠
牲
と

な
る
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
幕
末
の
混
乱
、
戊
辰
戦
争
か
ら
明
治
維
新 

 
 

と
急
激
な
社
会
変
動
に
よ
り
、
別
院
建
立
が
一

時
中
断
し
ま
し
た
。
上
棟
式
の
目
途
も
立
た
ぬ

ま
ま
数
年
の
月
日
が
過
ぎ
て
い
く
中
、
門
信
徒

の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
と
中
川
正
甫
氏
や

倉
重
忠
右
衛
門
氏
と
い
っ
た
方
々
が
、
私
財
を

投
げ
打
ち
、
別
院
建
立
へ
尽
力
し
、
明
治
三
年

(

一
八
七
〇
年)

に
旧
与
板
別
院
は
完
成
い
た
し

ま
し
た
。 

 

別
院
建
立
の
際
に
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
の
追

悼
と
別
院
建
立
の
際
に
尽
力
い
た
だ
い
た
す
べ

て
の
方
へ
感
謝
す
る
た
め
の
法
要
が
本
願
寺
新

潟
別
院
謝
恩
講
法
要
で
す
。 

 

今
年
度
に
新
潟
別
院
で
修
行
し
た
恒
例
法
要

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら
、
通

常
通
り
の
法
要
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
来

年
度
は
通
常
通
り
の
法
要
が
修
行
で
き
る
社
会

状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
願
う
ば
か
り

で
す
。 

ご法話をする、黒田宙さん（左）と宗村泰行さん（右） 

(3) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ラ
ジ
オ
法
話 

 

新
潟
教
区
布
教
団
に
よ
る 

ラ
ジ
オ
法
話 

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か 

八
〇
．
七 

 

毎
週
月
曜
～
金
曜 

 

十
六
時
十
五
分
よ
り
放
送
中
で
す
。（
放
送
地
域
は
長
岡
市
全
域
、
小
千
谷
市
、
小
国
、
川
口
、
山
古
志
、
出
雲
崎
、
見
附
） 

お
悔
や
み 
生
前
の
ご
功
労
を
偲
び
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。 

（
令
和
三
年
七
月
二
日
～
令
和
三
年
十
一
月
十
五
日
） 

▼
十
月
十
九
日 

巻
組 

妙
光
寺
前
坊
守 

井
上 

章
子
さ
ん(

七
十
九) 

 

教
務
所
・
別
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
（会
場
記
載
が
な
い
も
の
は
新
潟
別
院
で
行
い
ま
す
） 

令
和
三
年
十
二
月
十
日
～
令
和
四
年
三
月
十
五
日
ま
で 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
確
認
の
う
え
、
お
申
込
み
・
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▽
第
三
回
同
朋
連
続
学
習
会 

 
 

日 

時 
 

十
二
月
十
三
日(

月) 

十
四
時
～ 

 
 

テ
ー
マ 

 
｢

教
団
内
の
差
別
事
件
に
学
ぶ
」 

 
 

講 

師 
 

巻
組 

妙
光
寺 

井
上 

慶
永
さ
ん 

 

▽
原
発
問
題
公
開
講
座 

 
 

日 

時 
 

三
月
三
日(

木) 
 
 
 
 

 

 
 

会 

場 
 

見
附
市
文
化
ホ
ー
ル 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア 

 
 

テ
ー
マ 

 
｢

原
発
問
題
を
考
え
る｣ 

 
 

上
映
映
画 

｢

朝
日
の
あ
た
る
家｣ 

 
 

講 

師 
 

映
画
監
督
・
脚
本
家 

太
田 

隆
文
さ
ん 

 

▽
越
佐
に
ん
げ
ん
学
校 

第
三
回 

 

十
二
月
十
五
日(

水) 
｢

全
国
部
落
調
査｣

復
刻
版
出
版
差
し
止 

め
裁
判
の
現
状
と
課
題
（
仮
） 

第
四
回 

 

一
月
十
七
日(

月) 
 

上
越(

Ａ
地
区)

の
部
落
差
別
の
歴
史
と 

差
別
解
消
に
向
け
た
私
の
取
り
組
み 

第
五
回 

 

二
月
十
四
日(

月) 
 

貧
困
対
策
『
子
ど
も
食
堂
』
～
お
腹
い 

っ
ぱ
い
絆(

キ
ッ
ズ)

な
サ
ロ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
に
つ
い
て
の
取
り
組
み 

第
六
回 

 

三
月
十
五
日(

火) 
 

新
潟
水
平
社
百
年
の
歴
史―

差
別
を
許 

さ
ず
に
輝
い
て
い
た
人
々―

 

時 

間 

い
ず
れ
も
十
五
時
三
十
分
～
十
七
時 

 
 
 
 
 

※
お
申
し
込
み
の
際
は
教
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

元
上
組 

正
樂
寺

し
ょ
う
ら
く
じ 

 

住
所 

新
潟
県
長
岡
市
高
島
町
六
六
八 

電
話 

〇
二
五
八—

二
二—

一
七
二
九 

 
   

 

滝
谷
町
の
了
明
寺(

元
上
組)

の
縁
起
に
よ
る
と
、
沼
垂
郡
沼
垂
村(

現
新
潟
市)

に
威
徳
院
と
い
う
真
言
宗
の
寺
院
が
長
承
年
中(

一
一
三
二
～
一
一
三
五)

に
建
立

さ
れ
て
い
た
が
、
承
元
四
年(
一
二
一
〇
）
庚
牛
、
時
の
住
職
権
大
僧
都
直
観
法
院

(

俗
名
岩
崎
七
郎
左
衛
門
源
政
隆)

が
、
当
山
に
立
ち
寄
っ
た
親
鸞
聖
人
の
法
を
聴

き
、
直
ち
に
弟
子
と
な
り
、
法
名
を
了
明
房
釋
真
観
と
授
け
ら
れ
、
紺
紙
金
泥
六

字
名
号
を
書
き
与
え
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
応
仁
二
年(

一
四
六
八)

戌
子
、
真
宗

中
興
の
祖
、
蓮
如
上
人
が
当
国
下
向
の
折
、
親
鸞
聖
人
よ
り
賜
っ
た
法
名
を
も
っ

て
了
明
寺
と
改
め
、
時
の
住
職
浄
雲
が
第
一
世
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
弘
治
二

年(

一
五
五
六)

丙
辰
、
上
杉
景
勝
の
沼
垂
城
攻
め
の
兵
火
で
焼
失
、
魚
沼
郡
高
嶌

(

現
小
千
谷
市)

、
古
志
郡
六
日
市
、
同
郡
滝
谷(

現
長
岡
市
金
倉
山
の
麓)

に
元
和

二
年(

一
六
一
六)

に
移
り
ま
し
た
。 

 

高
山(

現
高
島
町)

の
お
寺
龍
谷
山
正
楽
寺
は
、
元
禄
八
年(
一
六
九
五)

乙
亥
、 

瀧
谷
山
了
明
寺
七
世
岩
崎
知
空
が
こ
の

地
に
分
寺
し
ま
し
た
。
安
政
元
年(

一
八

五
四)

甲
寅
、
本
堂
新
建
。
明
治
三
十
九

年(

一
九
〇
六)

本
堂
全
焼
、
同
年
十
一

月
再
建
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
昨
年
末
、

十
二
世
継
職
立
裕
と
な
る
。
活
動
は
月

参
り
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
こ
れ
か
ら
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、

い
ず
れ
落
ち
着
く
と
思
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
日
々
宗
旨
と
お
寺
を

守
っ
て
い
き
ま
す
。 

正楽寺本堂 

(4) 


